
 

 
 

■ 7月豪雨災害の復旧を進めています 

 

 

■「カラマツ林業の黄金時代を語る会 パート２」を開催しました。 

       
資料を手に公演する武井氏 

■ 野生鳥獣を捕獲する網、わな設置の研修会を開催しました。 

  
わなの設置について指導する山嵜講師 

■ おめでとうございます 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 平成１９年２月２２日(木)に佐久市において「カラマツ林業の黄
金時代を語る会パート２」を開催しました。 
 この会は、昭和３０～４０年代に土木用材として盛んに伐採・植

栽されたカラマツの価値について再認識し、今後に活かしていくた

め開かれたものです。 
 当日は、元川上村長 由井宗祐氏と、元長野県林業総合センター

所長 武井富喜雄氏を講師に招き、カラマツ造林の歴史について語

っていただきました。 
 この会は、来年も開催する予定です。 

平成18年10月14日に長野

市で開催された「長野県きのこ

料理コンクール」に、佐久地域

の女性林業研究グループ「萌
もえぎ

の

会」の皆さんが出品、「つるんと

きのこ」が信州きのこ祭り推進

協議会長賞を受賞されました。

 春は空気が乾燥し、山火事が多く発生する季節です。今年は特に暖冬で雪が少なく、山火事の発生が大変心配さ

れています。墓参の線香、畑の野焼き、タバコ等、火の始末を十分注意してください。 

平成１９年３月２日に小海町草刈久保において、「野生鳥獣

捕獲網・わな設置技術現地研修会」を開催、実践的な技術を学

びました。 

網やわなによる捕獲は地形等の状況や動物の動きを判断し設

置するため熟練が必要とされるため、狩猟歴３６年の小海町の

山嵜猟友会長に講師をお願いしました。 

近年、佐久地域も鹿による被害が増加しており、地域の総力

を上げて被害を防止していくことが望まれています。 

平成18年7月15～19日にかけての豪雨により、治山林道関係で３７箇所、１億６６２万円の被害が発生しました。

 特に治山では２４日に小諸市鴇久保で山が崩れ落ち、土砂が道に流れ出し住民３０人が自主避難しました。 

 現在この箇所を含め、緊急に対策が必要な８箇所（治山３・林道５）で早期の復旧に向けて対策工事を実施しています。

平成18年11月11日に佐

久市農業祭で開催された「第

３７回佐久きのこ品評会」に

おいて、「生しいたけの部」で

小諸市の小林律子氏及び「な

めこの部」で佐久市望月の大

森静氏が長野県知事賞を受賞

されました。 

【編集・発行】 長野県佐久地方事務所林務課 
    〒385‐8533 佐久市跡部65‐1 長野県佐久合同庁舎内 

        TEL 0267‐63‐3154   FAX 0267‐63‐3195 
        HPアドレス   http://www.pref.nagano.jp/xtihou/saku/  
         メールアドレス sakuchi-riｍmu@pref.nagano.jp 

（左 大森氏 右 小林氏） 


